
 
 

   

石石石浜浜浜   明明明   先先先生生生   
（法政大学 生命科学部・特任教授） 

         細菌ゲノム転写の包括制御機構-ひとつの生物の 

           すべての転写因子の制御機能の理解を目指して- 

 
. 
 

分子生物学分野で研究を行う上で、遺伝子工学的な技術は非常 

に有用であり、特に大腸菌を利用した遺伝子のクローニングや組換

えタンパク質の発現・精製は基礎的な実験手法となっています。こ

のように研究のツールとしてよく知られている大腸菌ですが、今回ご

講演いただきました石浜明先生は、大腸菌をグローバルなゲノム転

写の制御機構を解明するモデル生物として利用し研究されていま

す。原核生物の遺伝子発現の制御機構は、ジャコブとモノーのオペ

ロン説などでみられるように研究の歴史は深いと思われます。正直

なところ、今日に至っては、原核生物の遺伝子発現の制御機構に関

して研究し尽くされている印象を持っていました。しかし、意外にも原

核生物の包括的なゲノム転写の調節機構は未だ解明されていない

ことが多いようでした。石浜先生はこのような現状を踏まえ、ゲノム

転写を全体的に理解することを目的に、大腸菌の全ての転写因子

の機能の解明を目指しておられます。大腸菌を含めあらゆる生物に

おける細胞は、周囲の環境や状況によって利用する遺伝子が異な

り、細胞には個性があります。従って、細胞によって、転写因子が形

成する遺伝子ネットワークが異なることが予想され、ゲノム転写の全

体的な理解は困難を極めると思われます。それ故、遺伝子発現制

御の研究の多くは要素還元主義の立場を取り特定の要素のみを解

析対象にせざるを得ないと思いますが、石浜先生は特定の要素に

縛られること無く、Genomic SELEX 法などの網羅的な解析法を駆使

して、ゲノム全体の転写制御のメカニズム解明に取り組んでおられ

ます。このような全体的、包括的な解析法やそれに見合ったものの

見方が今後さらに重要になると感じられました。 

羽田 浩士 （生物化学分野・大学院生）             
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